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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

ウェブ資料25を追加しました



ウェブ資料1

日本乳酸菌学会誌の連載第2回

作業ディレクトリ表示コマンドcd実行結果



ウェブ資料2

日本乳酸菌学会誌の連載第2回

私は誰コマンドwhoami実行結果



ウェブ資料3

日本乳酸菌学会誌の連載第2回

「C:¥Users¥kadota」の中身
を眺める（Windows 7環境）
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

dirコマンド実行結果
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

①作業ディレクトリを確認

②作業ディレクトリを「ですくとっぷ」に変更（失敗）

③作業ディレクトリを「デスクトップ」に変更（失敗）

④作業ディレクトリを「Desktop」に変更（成功）

⑤作業ディレクトリを確認

cdコマンド実行結果
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

①dirでディレクトリの中身を確認。
hogeとtmpの2つのディレクトリが
存在することがわかる。<DIR>は
ディレクトリの意味。デスクトップに
hogeフォルダなどがない場合は
自分で作成する。

②「cd hoge」でhogeフォル
ダ（ディレクトリ）に移動

③dirでディレクトリの中身を確認。
確かにLacto…faという目的の
FASTAファイルが存在すること
がわかる。これはディレクトリで
はなくファイルなので<DIR>がつ
いていないこともわかる。

デスクトップ上のhogeフォルダ中にあるFASTAファ
イルを確認する一連の作業（コマンドライン環境）
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

デスクトップ上のhogeフォルダ中にあるFASTAファ
イルを確認する一連の作業（GUI環境）
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

Macのターミナル起動直後の状態。破
線部分は用いたノートPC（MacBook）の
PC名である。灰色破線矢印部分の「$」
がWindowsコマンドプロンプト画面上で
の「>」に相当する。ユーザ名は「kadota」
。黒実線矢印部分の「~（チルダ、と読む

）」は、ホームディレクトリを意味する（タ
ーミナルを起動した直後では、ホームデ
ィレクトリがカレントディレクトリとなる）。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

MacおよびLinuxでは、カレントディレクトリ表示
コマンドはpwd。実行結果は「/Users/kadota」で
ある。MacおよびLinux上で「cd」のみを打つ操
作は、ホームディレクトリへの移動に相当する。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

whoamiコマンド実行結果。MacおよびLinux
のwhoamiはユーザ名のみしか返さない。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

lsコマンド実行結果。デフォルトはディ
レクトリおよびファイル名しか返さない
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

–lオプションをつけたlsコマンド実行結
果。灰色の破線で囲った部分が実行
結果に相当する部分。一番左端のd
はディレクトリであることを意味する。



ウェブ資料13

日本乳酸菌学会誌の連載第2回

–aオプションをつけたlsコマンド実行結果。何もオプ
ションをつけないlsのみと違って、灰色の破線で囲っ
た部分で示すようなドット(.)から始まるファイルが表
示されていることがわかる。また、初心者が犯しや
すいミスは、コマンドとオプション間の半角スペース
入れ忘れである。この場合「ls-a」という存在しない
コマンドを実行しようとしていることになり、「そんな
コマンドはない(command not found)」といわれる。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

ホームディレクトリから、Desktop上にあるhogeフォル
ダ中のファイルを表示するコマンド「ls Desktop/hoge」
実行結果。その前に打ち込んでいるcd, pwd, lsは前提
条件を実際のコマンドを打ち込むことで確認している
だけである。灰色の破線で囲った部分の
Lactobacillus_casei_12a.GCA_000309565.1.22.dna.tople
vel.faファイルが目的のFASTAファイルである。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

タブ補完実例。「ls De」後にTabキーを押す
前（上）と後（中）。「ls Do」後にTabを押すと
、2つの候補が見られることがわかる（下）。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

historyコマンド実行結果。このターミナルでは、
これまで110個のコマンドを実行していることが
分かる。110番目にhistoryコマンド、99番目に
whoamiコマンドを実行していたことがわかる。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

historyコマンド実行結果を眺めながら、以前実
行したコマンドを番号で指定するやり方。99番
目に実行したwhoamiコマンドを番号で実行す
るのは「!99」、97番目に実行したpwdコマンドの
場合は「!97」とすればよい。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

–laオプションをつけたlsコマンド実行結果
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

–a -lオプションをつけたlsコマンド実行結果
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

mvコマンドを用いたファイル名変更。一番上のlsコマ
ンド実行結果からわかるように、このディレクトリ中に
は1つしかファイルがない。そのため、「mv L」まで打ち
込んでからタブ補完し、その後「 genome.fa」を入力す
ればよい。灰色破線部分が一連のmvコマンドである。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

grepコマンド実行例。-cオプションをつけ
ていないため、description行の情報がそ
のまま表示されていることがわかる。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

①cdは有効。タブ補完も有効。作業ディレ
クトリをDesktop/hogeに変更している

②pwdは無効

③lsは無効

③dirはもちろん有効

Linuxコマンドのpwdとlsは、Win
のコマンドプロンプトでは無効。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

①mvは無効。

②Linuxのmvに相当するファイル名
変更コマンドはrenameまたはren。

③dirでファイル名をgenome.faに変更
できたことを確認。

Linuxコマンドのmvに相当するも
のは、Winではrenameまたはren
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

①grepは無効。

②Linuxのgrepに相当する
文字列検索コマンドはfind。

Linuxコマンドのgrepに相当
するものは、Winではfind。
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日本乳酸菌学会誌の連載第2回

①第2回のところに飛んで、②
ここを見ながら自力で環境構築

①

②


